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要旨： 

2020 年と 2022 年の房総から三陸海域における近海かつお一本釣漁業によるカツオ水揚量は 1975 年以降
最低水準で、例年主体となる中型（尾叉⾧ 44～57cm）が少なかった。この現象を探るため、カツオの主要水
揚港である気仙沼港と千葉県勝浦港における 2002～2024 年の銘柄別水揚量と成⾧式により、季節発生群組
成に分解した。その結果、主漁期（春～秋）において 2020 年と 2022 年は B 群（春季発生群）と C 群（夏季
発生群）の割合が他年より顕著に少なかった。2020 年とそれ以前について詳細に比較したところ、①遠洋か
つお一本釣漁業でも 2020 年はこれら 2 群が少なく、②2017～2020 年の近海かつお一本釣漁獲物の体サイズ
組成の年変動は漁場海面水温の変動では説明できず、③2020 年と 2021 年 1 月に熱帯域（主産卵場）で標識
放流されたカツオの再捕率は、2020 年が 2021 年より低かった。これらのことから、2020 年と 2022 年は B
群と C 群の産卵場から日本近海への来遊量が少なかったと考えられた。  
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1. はじめに 

太平洋のカツオ Katsuwonus pelamis は、その多く

が熱帯・亜熱帯域で周年にわたって発生し、1)その一

部が日本近海へ複数の経路で来遊する。2)カツオは、

日本近海では近海かつお一本釣漁業やまき網漁業な

どにより漁獲され、主漁場は、2～3 月に亜熱帯海域

（北緯 20 度前後）、3～5 月に南西諸島から西日本太

平洋側、その後は伊豆諸島海域から常磐沖へと北上

し、秋季には三陸・常磐沖の北緯 40 度付近まで分布

する。1),3)-8)また、近海かつお一本釣漁船による生鮮

カツオの主な水揚港と時期は、千葉県勝浦港（以下、

勝浦港）が 4～7 月、宮城県気仙沼港が 6～11 月で

あり、9)両港で日本のカツオ水揚量の約 70%を占め

る（漁業情報サービスセンターによる集計）。  

日本近海に来遊するカツオの尾叉⾧組成は漁獲時

期と海域により異なる。具体的には、4～5 月が主漁

期である北緯 25 度以北の伊豆諸島から西日本海域

におけるモードは 40～46cm（体重 1.2～2.0kg）で、

6～11 月が主漁期である北緯 25 度以北、伊豆諸島付

近以東では、45～51cm（体重 1.8～2.8kg）にモード

がある。2), 10)この尾叉⾧モードの推移をカツオの成

⾧式（図 1）11）に当てはめると、日本近海に来遊し

たカツオは西日本や小笠原・伊豆諸島などを経由す

るルートを成⾧しながら北上し東北海域に達すると

考えられている。2), 12)さらに、日本近海へ来遊する

主群は満 1 歳~1 歳半程度で、2)前年の 2～4 月に熱

帯～亜熱帯海域で発生した群に由来すると想定され

る。 

2020 年の夏季から秋季における近海かつお一本

釣漁業による生鮮カツオは、例年に比して以下のよ

うに特異的であった 13)：①東北主要港（房総～三陸）

における 4～12 月の近海かつお一本釣漁業による生

鮮カツオの水揚量が 1975 年以来最低を記録し、②

東北海域における近海かつお一本釣漁業の旬別

CPUE（1 隻・カツオ有漁日数あたり漁獲量）も 7 月
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以降 1972～2019 年平均と 2010～2019 年平均を大

幅に下回り、③例年の尾叉⾧組成が中型主体であっ

たのに対し大型と小型に 2 極化した。また、2021 年

の近海かつお一本釣漁業による生鮮カツオ水揚量は

近年並みとなったが、2022 年は再び不漁となった。 

日本近海へ来遊するカツオは発生時期の異なる複

数の群れが混在していることから、3),11)群別の発生・

来遊状況が漁獲量と漁獲物の尾叉⾧組成を決定する

主要因と考えられる。発生時期の異なる群れについ

ては、二平 3)の体⾧組成の解析によって、体⾧が大

きいものから A～E 群の 5 群に分けられた。その後、

成⾧速度が再検討され、日本周辺に来遊するカツオ

は図 111)に示す XX～E 群の発生時期が異なる 7 群の

季節発生群に分けられ、群別の解析が可能となった。 

そこで、本研究では主に 2020 年の不漁と漁獲物

の特異的な尾叉⾧組成の関連について検討した。ま

た、日本近海へ来遊する季節発生群の構成の経年変

化と群の構成が漁場形成に与える影響を検討し、

2020 年と 2022 年の特異性について考察した。 

 

図 1. カツオの季節発生群（XX～E 群）別の成⾧式 

白抜きは日本周辺への来遊初年、黒色は来遊 2 年目

を示す 13) 

  

2. 材料と方法 

2.1 水揚量と季節発生群の組成 

気仙沼港と勝浦港における近海かつお一本釣漁業

による生鮮カツオの銘柄（表 1）別の水揚量（kg）

は、全国近海かつお・まぐろ漁業協会、気仙沼漁業

協同組合および勝浦漁業協同組合が作成した日別の

資料によった。期間は銘柄別水揚量が得られた 2002

～2024 年としたが、気仙沼港における「小」と「小

小」銘柄の定義が 2015 年に若干変更された（表 1）。

なお、各港において、水揚物を銘柄別に仕分けしな

かった場合や、魚体に傷がある場合は、「込」や「キ

ズ」などに分類されるが、魚体サイズが不明である

ため、銘柄別の解析からは除外した。  

 

表 1. 気仙沼港と勝浦港におけるカツオの銘柄別体

重範囲 

 

 

気仙沼港と勝浦港における生鮮カツオの季節発生

群の水揚量構成比は、両港における銘柄別水揚量を

もとに、谷津ほか 2)に従い、von Bertalanffy 成⾧式
11), 14)を用いて月別に銘柄別水揚量を各群に割り振

って推定した（図 2）。使用した体重ベースの成⾧式

銘柄 体重（kg）

特大3 10.0 kg 以上

特大2 6.0 kg 以上 ～ 10.0 kg 未満

特大 4.0 kg 以上 ～ 6.0 kg 未満

大 3.0 kg 以上 ～ 4.0 kg 未満

中 2.5 kg 以上 ～ 3.0 kg 未満

中小 1.8 kg 以上 ～ 2.5 kg 未満

小(2002～2014年) 1.0 kg 以上 ～ 1.8 kg 未満

小(2015年～) 1.3 kg 以上 ～ 1.8 kg 未満

小小(2002～2014年) 1.0 kg 未満

小小 (2015年～) 1.3 kg 未満

銘柄 体重（kg）

特特大 6.4 kg 以上

特々大 4.8 kg 以上 ～ 6.4 kg 未満

特大 3.9 kg 以上 ～ 4.8 kg 未満

大 3.3 kg 以上 ～ 3.9 kg 未満

大中 2.7 kg 以上 ～ 3.3 kg 未満

中 2.2 kg 以上 ～ 2.7 kg 未満

小 1.7 kg 以上 ～ 2.2 kg 未満

小々 1.3 kg 以上 ～ 1.7 kg 未満

極小 0.6 kg 以上 ～ 1.3 kg 未満

極々小 0.6 kg 未満

勝浦港

気仙沼港
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は、(1)式と(2)式から求めた。14)  

Lt = L∞ {1-exp(-k(t-t0))}        (1) 

Wt=5.5293 10-6 Lt3.336                  (2)  

ここで、k は成⾧係数（0.23）、Lt は四半期令 t に

おける尾叉⾧（cm）、L∞は極限尾叉⾧（68.44 cm）、

t0 は尾叉⾧=0 となる理論上の t（-0.68）、Wt は t に

おける体重（kg）である。 

 

 
図 2．気仙沼港と房総勝浦港におけるカツオの銘柄

別体重範囲と季節発生群（XX～E 群）別の成⾧式 9) 

白抜きは日本周辺への来遊初年、黒色は来遊 2 年目

を示す 

 

このようにして推定された季節発生群の水揚量構

成比が年によって異なるかを明らかにするため、群

平均法 16)による階層的クラスター分析を行った。水

揚量構成比を用いた理由は、気仙沼港と勝浦港の水

揚量が近年減少傾向にあるため（図 3）、本研究の目

的に応じて水揚量の傾向の影響を受けないようにす

るためである。 

気仙沼港と勝浦港における近海かつお一本釣漁業

による生鮮カツオの水揚量（図 3）は、JAFIC おさ

かなひろばによる。 

 

図 3. 近海かつお一本釣漁業で漁獲された生鮮カツ

オの全国主要港および気仙沼港と勝浦港への水揚量

（2002～2024 年） 

 

また、この構成比を①気仙沼港に近海かつお一本

釣漁船が水揚げした生鮮カツオの尾叉⾧組成および

②日本南方の北緯 10～25 度の中南海域と本州東方

の北緯 32～43 度、東経 144～180 度の東沖海域 17)

で日本の遠洋かつお一本釣漁船が漁獲し静岡県焼津

港に水揚げした冷凍カツオの尾叉⾧組成と比較した。

なお、焼津港は遠洋かつお一本釣漁船による冷凍カ

ツオの水揚量第 1 位である静岡県の主要港である。
18) 

 

2.2 体⾧組成 

2004～2020 年に近海かつお一本釣漁船により気

仙沼港に水揚げされた生鮮カツオと 2017～2020 年

に遠洋かつお一本釣漁船にて焼津港に水揚げされた

冷凍カツオを対象に尾叉⾧を測定した。測定に用い

た試料は、気仙沼では 1 隻あたり 80 個体、焼津港

では⾧期航海に対応して 1 隻あたり 1,200 個体を目

安に無作為に抽出した。測定頻度は、水揚状況に応

じて、気仙沼では主要水揚時期（6～11 月）に毎月

20～30 隻、焼津港では 1 年を通じて、毎月 2～3 隻

であった。また、気仙沼港の水揚物における平均的
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な尾叉⾧組成と 2020 年のそれを比較するため、

2004～2019 年の試料をプールした尾叉⾧組成に対

して相澤・滝口 19)の手法を適用し、複合正規分布に

分解した。 

 

2.3 竿釣漁場と銘柄組成 

漁場形成については、日本近海でカツオが最も北

上し生鮮カツオの水揚量が多い時期（8～10 月；

JAFIC）における近海かつお一本釣漁船の漁場位置

と海面水温の関係および漁場水温と体サイズ別の漁

獲の関係を検討した。2017～2020 年 8～10 月の近

海かつお一本釣漁船によるカツオの漁場位置および

漁場の海面水温（以下、漁場水温とする）と体サイ

ズ別漁獲の関係を推定するため、船名・漁獲日・漁

獲位置・漁場水温・銘柄別推定漁獲量の順位を漁船

から聞き取った。ここで、ビンナガ主体の操業は解

析から除いた。また、海面水温分布図の作成には

FRA-ROMS II による再解析値を用いた。20) 

近海かつお一本釣漁船におけるカツオの銘柄は、

小さい順にチン、ピン、極小、小、中、大、特大、

特特大の 8 区分があり、操業日毎に漁獲量の多い方

から第 1, 2, 3 位の銘柄を記録している。漁船への聞

き取りによると、これら銘柄は船上で複数個体につ

いてバネ秤により体重を測定し、漁船間で共通の体

重区分に基づき、銘柄を記録しているとのことであ

った。 

船上における日々の漁獲量の記録は、この銘柄別

の順位とおおよその総漁獲量であり、上位 3 銘柄の

各々の漁獲量は不明である。そこで、漁場水温と体

サイズ別漁獲量の関係を把握するため、各船の日々

の操業における漁獲量指標値を以下のように求めた。

まず、船上における 8 区分の銘柄のうち、チン・ピ

ン・極小を「小々（ss）」、特大・特特大を「特々大

（xl）」としてまとめ、体サイズ群を 5 区分とした。

そして、各操業における第 1, 2, 3 位の体サイズ群に

それぞれ重み付け係数（以下、係数とする）6, 3, 1 を

以下の説明のように与えた。小々は 3 銘柄、特々大

が 2 銘柄を含むことから、これら体サイズ区分では

銘柄数で除して係数（6, 3, 1）とした。ここで用いた

係数は、気仙沼港における 2017～2020 年 8～10 月

の、近海かつお一本釣漁船のほぼ正確に計量された

銘柄別（表 1）水揚量から算出した。すなわち、日

別・入港船別に、総漁獲量に占める第 1, 2, 3 位銘柄

の割合をそれぞれ求め、年別・月別に各順位が占め

る割合の平均値を算出し、その結果を元に概数とし

て求めた。最後に、各操業日毎に体サイズ群別に係

数を体サイズ群の合計係数で除し、当該操業日の漁

獲量を乗じて、各体サイズ群の資源量指標値とした。 

 

3. 結果  

3.1 水揚量と季節発生群の組成 

2002～2024 年の気仙沼港と勝浦港における近海

かつお一本釣漁業による生鮮カツオの水揚量の経年

変化を図 3 に示した。気仙沼港における水揚量は経

年変動が大きく、最高は 2005 年の 41,989 トン、最

低は 2022 年の 7,484 トン、次に少なかったのが 2020

年の 9,301 トンであった。勝浦港における水揚量は

気仙沼港と比べて年変動が小さく、2015 年の 15,059

トンのピークから減少傾向にあり、2020 年は過去最

低の 2024 年に次いで 2 番目に低い 5,329 トン、2022

年はそれに次いで低い 7,214 トンであった。 

気仙沼港と勝浦港の生鮮カツオの主要水揚時期を

中心とした季節発生群の水揚量構成比について、

2002～2024 年における経年変化を図 4 に示した。

2002～2019 年の季節発生群は、気仙沼港では B 群

（春季発生群）と C 群（夏季発生群）、勝浦港では

これらに加え XX 群（C 群の 1 年後に相当）が主体

となる傾向があった。B 群と C 群を合算した構成比

は、2002～2019 年の気仙沼港では 36～80%（平均

59％）であったのに対し 2020 年は 13%、2022 年は

6%、勝浦港では同 34～78%（平均 55％）に対し 2020

年は 7%、2022 年は 6%と著しく小さかった。一方、

XX 群の構成比は、2002～2019 年の気仙沼港では 1

～22%（平均 6％）であったのに対し 2020 年は 39%、

2022 年は 57%、勝浦港では同 10～39%（平均 24％）

に対し 2020 年は 56%、2022 年は 54%と著しく大

きかった。 
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これら年別構成比の群平均法による樹形図（デン

ドログラム）において、両港とも 2020 年と 2022 年

が他の年とはクラスターを形成しなかった（図 5）。

なお、気仙沼港における銘柄の定義が 2015 年に若

干変更されたが、変更幅が小さかったこと（表 1）

や樹系図では 2015 年以降がクラスターを形成する

ことはなかったため、その影響は無視できると思わ

れる。 

 

図 4. 気仙沼港と勝浦港へ水揚げされた生鮮カツオ

の季節発生群（XX～E）の構成比（2002～2024 年） 

 

 

図 5. 気仙沼港と勝浦港へ水揚げされた生鮮カツオ

の季節発生群（XX～E 群）の構成比（2002～2024 年）

に基づきクラスター分析結果 2020 年と 2022 年を

赤枠で示す 

 

3.2 体⾧組成 

気仙沼港における 2004～2020 年のカツオ尾叉⾧

組成は、おおよそ単峰型の年が多かったが、2009 年

と 2017 年は明らかな二峰型で、2020 年は他の年に

は見られない度数分布を示した（図 6）。そこで、

2004～2019 年の尾叉⾧組成について、相澤, 滝口 19)

が最も実用的とした最小二乗法により複合正規分布

に分解したところ、3 群に分けられた（図 7）。主要

な正規分布のモードは 50cm、95%信頼区間は 44～

57cm で、2004－2019 年におけるこの範囲内の測定

個体数の割合は 53.5～93.4%（平均 82.6%）であっ

たが、2020 年は 26.3%と極めて少なかった。 

2004 年以降で尾叉⾧モードが 44cm 未満であっ

た年は 2014 年（43cm）と 2020 年（41cm）で、2020

年は最も小型だった。また、60～70cm の頻度は、

2004～2019 年が 0.1～6.6%（平均 1.6%）であった

のに対し、2020 年は 18.4%と極めて多かった。この

ように、尾叉⾧ 44～57cm にモードを持たない 2020

年の尾叉⾧組成は過去 16 年間と比べて特異的であ

った。なお、上記の主要な正規分布は、気仙沼港の

主水揚期間である 6～11 月における各季節発生群の

平均尾叉⾧からみて B 群（平均 51.8cm）と C 群（平
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均 47.5cm）に相当し（図 1）、2020 年の銘柄組成（図 

4）において B 群と C 群の比率が極めて小さかった

ことと整合する。 

2017～2020 年に焼津港に水揚げされた冷凍カツ

オの尾叉⾧組成を 1～5 月（春季）と 9～12 月（秋

季）の中南海域および 5～10 月（夏季）の東沖海域

に分けて年別に示した（図 8）。春季の中南海域では、 

2017～2019 年は 40～60cm の割合が比較的多かっ

たのに対し、2020 年には極めて少なかった。夏季の

東沖海域では、2017～2019 年は 45～50cm にモー

ドが見られたが、2020 年のモードは 61cm であり、

45～50cm は少なかった。秋季の中南海域の尾叉⾧

組成でも 2020 年は 50～55cm（B 群と C 群）のカ

ツオはほとんど見られなかった。このように、45～

55cm にピークを持つ冷凍カツオが 2020 年に著し

く少なかった現象は、気仙沼港に水揚げされた生鮮

カツオの尾叉⾧組成と一致していた（図 6）。 

 

 
図 7. 2004～2019 年に本州北東海域（東沖）で漁

獲され、気仙沼港へ水揚げされた生鮮カツオの尾叉

図 6. 本州北東海域（東沖、32～43°N）で漁獲され、気仙沼港へ水揚げされた生鮮カツオの

尾叉⾧組成（2004～2020 年） 
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⾧組成の混合正規分布への分解 

図 8. 本州南方海域（中南、10～25°N）および本州北東海域（東沖、32～43°N）で漁

獲された冷凍カツオの尾叉⾧組成（2017～2020 年） 

 

図 9. 2017～2020 年 8～10 月における近海かつお一本釣漁業によるカツオ漁場と海面水温の分布 20) 

（実線：20℃、破線：25℃の等温線） 
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3.3 竿釣漁場と銘柄組成 

2017～2020 年の近海かつお一本釣漁業の 8～10

月の漁場は、20℃と 25℃等温線の間に主に形成され

た。2017, 2018, 2020 年はほぼ北緯 40 度（北緯 32

～43 度）であったのに対し、2019 年は北緯 40～42

度でも多くの操業が行われた点で異なった（図 9）。

8～10 月の漁場北限位置の経年変動の原因としては、

道東から三陸海域の 8～9 月の海面水温の高低が考

えられる。2020 年の同海域の海面水温は、2019 年

と同様に 2017～2018 年と比較して高かった（図 9; 

気象庁 21））が、2020 年 8～9 月は主漁場が 25℃等温

線付近に形成され、2018～2019 年の漁場水温より

高い傾向にあった。ただし、図 9 の海面水温分布は

FRA-ROMSII の再解析値の 1 か月平均であり、実際

の漁場水温とは若干異なることが想定される。この

ため、近海かつお一本釣漁船に聞き取った 8～10 月

の漁場水温と体サイズ別漁獲量指標値との関係を図

10 で検討した。 

いずれの体サイズも出現水温が広かったため、こ

こでは主に漁獲量指標値のピークが見られる漁場水

温について検討した。特々大（xl：体重約 4kg 以上）

と大（l：体重約 3～4kg）の 2020 年の漁獲量指標値

のピークは漁場水温 20, 24, 26℃に見られた。中（m：

体重約 2.5～3kg）の漁獲量指標のピークは年ごとに

異なり、2017 年は 24, 19℃、2018 年は 21, 24℃、

2019 年 は 22℃、2020 年は 26, 20℃であった。小

（s：体重約 1.3～2.5kg）はいずれの年でも漁獲量指

標値が比較的高く、そのピークは 2017 年には漁場

水温 24℃、2018 年は 24, 21℃、2019 年は 21℃、

2020 年は 24, 22℃であった。小 （々ss：体重約 1.35kg

未満）は 2019 年と 2020 年には比較的多く漁獲さ

れ、ピークは高い順に 25, 19℃（2017 年）、25℃（2018

年）、21℃（2019 年）、24, 22℃（2020 年）であった。 

4. 考察  

2020 年の気仙沼港と勝浦港の水揚量は 2002 年か

ら 2024 年において、それぞれ 2 番目に少なく、6～

11 月の気仙沼港では例年主体となる尾叉⾧ 44～

57cm（B 群と C 群）の出現頻度は低いという点で特

異的であった（図 3, 6）。また、同年の春季の中南海

域（北緯 10～25 度）、夏季の東沖海域（北緯 32～43

度）および秋季の中南海域で漁獲されたカツオの尾

叉⾧組成では、B 群と C 群に相当するピークが見ら

れず、2020 年は日本近海に来遊した両群の豊度が著

しく低かったと考えられる（図 4, 6, 8）。漁業者から

の聞き取りによれば、2020 年は例年と異なる銘柄を

積極的に漁獲する意図はなかった。これらのことか

ら、2020 年の尾叉⾧組成がカツオの日本近海への来

遊状況をほぼ反映していると考えられる。同様に、

2022 年も B 群と C 群の来遊が少なかったと推察さ

れる（図 4）。 

 
図 10. 2017～2020 年 8～10 月における近海かつお

一本釣漁業によるカツオの銘柄別漁獲量指標値と海

面水温の関係 N: 漁獲量指標値の集計に用いた操

業数 xl: 特々大、l: 大、m:中、s: 小、ss: 小々 
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二平 3)は、8～10 月のカツオ漁場が海面水温 20～

26℃に形成されることを報告した。さらに、肥満度

が高い個体ほど低水温域で漁獲される傾向に加え、

肥満度 20 以上の個体だけが 20℃以下の海面水温に

分布することを示した。2017～2020 年の 8～10 月

の漁場水温（図 9）は、二平 3)が報告した水温範囲と

ほぼ一致したが、漁場水温と漁獲量指標値の関係に

は年変動が大きかった。そのため、肥満度との関係

を含め今後の検討が望まれる。 

このように、体サイズ別の漁場水温分布は年変動

が大きく、海面水温だけでは漁場における体サイズ

組成を説明することが困難であった。また、二平 3)

によると、最も北上するカツオは 8 月に尾叉⾧ 45～

55cm 前後の個体であり、A, B, C 群に相当する（図

1）。従って、2020 年における近海かつお一本釣漁業

による生鮮カツオの気仙沼港と勝浦港への水揚量と

群構成（図 3, 4）から推察されるように、B 群と C

群の来遊量が少なかったことが漁場位置にも影響し

たと考えられる。 一方、二平 3)により A, B, C 群ほ

どは北上しないとされた大型魚（X, XX 群）が 2020

年には低水温域で漁獲された。この原因として、大

型魚が 2020 年に特異的に北上した可能性と、B 群

と C 群が少ないため比較的多かった大型魚を漁船が

狙ったことが考えられるが、この原因解明も将来の

課題である。 

最後に、2020 年に B 群と C 群の来遊量が少なか

った要因について若干の考察を行う。主に熱帯域を

起原とする西部北太平洋のカツオ資源がどのような

条件で日本近海へ来遊するかを明らかにするため、

水産研究・教育機構水産資源研究所では熱帯・亜熱

帯海域より標識放流調査を実施している。2)2020 年

と 2021 年 1 月に熱帯域で標識放流されたカツオの

再捕結果によると、2020 年は日本近海での再捕は少

なかったが、2021 年はで多く再捕された（水産資源

研究所、未発表資料）。放流時の尾叉⾧が 2020 年は

40cm 台（A 群と B 群の中間的サイズ）、2021 年は

50cm 台（X 群に相当）と異なったものの、2020 年

の中南海域からの日本近海や東沖海域への来遊が少

なかった理由の一つとして考えられる。今後、熱帯

域からの来遊状況を季節発生群の視点から整理する

ことにより、日本近海へ来遊するカツオの豊度変動

機構の解明を期待したい。 
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